




 

〔はじめに〕 

 当病棟が開設されて 11 年目を迎え、床上生活をしている長期療養の思春期男

子が多くなり、そのほとんどが股関節拘縮、下肢の変形をきたしている。それ

による陰部への圧迫が通気を妨げ、夢精などの排泄物で特に発汗の多い夏では

陰部が不潔になりやすい。それらが原因で、陰部の掻痒、発赤、湿疹、ひどい

ものでは頑癬ができる状態である。以前はこの予防対策として陰部清拭を毎朝

1 回行なっていた。排便後など陰部が汚れている場合はその都度清拭を行なっ

ていた。下着は風通しのよい丁字帯を使用し、下着交換は最低 1日 1回行ない、

陰部の清潔に努めた。 


